
 

 

 

 

令和５年度広島県公立高等学校入学者選抜 

 

 

一般学力検査の結果            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県教育委員会           

 

資料番号 ８ 令和５年６月 22 日 
課 名 高校入学者選抜制度推進課 
担当者 課長 今川 
内 線 4992 



 



目      次 

 

Ⅰ 一般学力検査結果の概要                            １ 

 １ 出題について                               １ 

 ２ 検査結果の概要について                          １ 

 

Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント                ４ 

  国   語                                   ４ 

  社   会                                   ７ 

  数   学                                  １２ 

  理   科                                   １６ 

  英   語                                  ２１ 

 

Ⅲ 令和５年度学力検査問題、採点基準                       ２５ 

○ 検査問題には、著作権等に関わる内容が含まれているので、校内の研修に用いるなど、本冊子

の趣旨の範囲内で使用すること。 

 

○ 著作権等に係る出典名等は次のとおり。 

 

国 一 髙柳克弘 そらのことばが降ってくる 保健室の俳句会 （株式会社ポプラ社） 

二 久保雄広 国立環境研究ニュース「野性動物ツーリズム：保全が生み出す経済価値の見 

える化」 （国立環境研究所） 

   二 ナショナルジオグラフィック日本版 2022年６月号「フィリピン 輝きが陰るサンゴ礁」 

     （株式会社日経ナショナルジオグラフィック） 

   三 橋本不美男、有吉保、藤平春男 日本古典文学全集 歌論集 （株式会社小学館） 

  

 社 ３ 文部省 民主主義 （株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

   ４（資料Ⅰ） 金井寅之助、松原秀江 新潮日本古典集成（第八一回）世間胸算用 （株式 

会社新潮社） 



  



Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

 令和５年２月 27 日（月）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一般学力検

査について、その概要を取りまとめたので、今後の学習指導の参考としてください。 

１ 出題について 

 一般学力検査問題の出題に当たっては、中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき、分野・領域のバランスに留意するとともに、基礎的・基本的な内容を中心に出

題した。また、総合問題や記述問題などを取り入れることによって、思考力・判断力・表

現力などをみるよう配慮した。 

 出題の大問数等については、次のとおりである。なお、英語においては、例年どおり実

音聴取による問題を出題した。 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 

大問数 ３ ４ ６ ４ ４ 

設問数 23 21 19 26 20 

選択問題 ７ 12 ２ 13 10 

記述問題等 16 ９ 17 13 10 

＊ 記述問題等には、漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。 

２ 検査結果の概要について  

  各教科の平均点、標準偏差及び得点分布については、次のとおりであった。 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均

令和５年度 26.2 25.8 22.6 25.3 24.0 24.8 

令和４年度 24.6 23.3 20.2 18.8 20.4 21.5 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

令和５年度 8.2 9.6 11.3 11.2 12.6 

令和４年度 8.3 9.3 9.5 11.5 11.9 
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５教科合計については、得点分布の状況を示すグラフの全体の形は、やや右寄りの

中央が高くなった山形になっており、平均点は、単純な経年比較はできないものの、

昨年度と比べ上昇した。全体として、基礎的・基本的な知識及び技能は概ね定着して

いると考えられる。 

教科別にみると、国語については、得点分布の全体の形が右寄りの山形となってお

り、平均点は昨年度と比べ上昇した。学習を進めていく上での基盤となる「漢字の読

み」と「漢字の書き取り」についての正答率は、それぞれ85.4％、70.3％と高い。大
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問別にみると、古典についての大問の正答率が比較的低いと言える。 

社会については、得点分布の全体の形が中央の高くなった山形となっており、平均

点は昨年度と比べ上昇した。大問別にみると、各分野を融合した大問の正答率が比較

的低いと言える。 

数学については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっているが、平均点は昨

年度と比べ上昇した。今後学習を進めていく上での基盤となる「簡単な数・式の計算」

についての正答率の平均は 82.7％と高い。大問別にみると、図形についての大問の正

答率が比較的低いと言える。 

理科については、得点分布の全体の形が中央の高くなった山形となっており、平均

点は昨年度と比べかなり上昇した。大問別にみると、水圧や浮力についての大問の正

答率が比較的低いと言える。 

英語については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっているが、平均点は昨

年度と比べ上昇した。大問別にみると、日常生活の場面において、資料を基に表現内

容を工夫してコミュニケーションを行うことについての大問の正答率が比較的低いと

言える。 

５教科に共通した課題としては、課題解決の場面で、文章・資料等から読み取るな

どして得た情報を、既習の知識や学習内容等と関連付けて考察して、自分の考えをも

ったり判断したりし、その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げ

られる。 

 この点を改善するためには、まず、自然・社会における事象の考察、コミュニケー

ションの場面などにおいて、目的や状況等に応じて判断したり表現したりするのにふ

さわしい問いや学習課題を設定して学習指導を行うことが考えられる。そして、生徒

が問いや学習課題に答えたり、取り組んだりする過程において、精査した情報を基に

自分の考えを形成し、その過程や結果を文章などによって表現するような単元を計画

することが考えられる。単元を計画する際には、互いの考えを伝え合うことにより、

多様な考えを得て、自分の考えを広げたり深めたりする場面を設けることが重要であ

る。 

こうした学習指導を行う上で大切なのは、それぞれの教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせることにつながるような問いや学習課題を設定することである。生

徒が学習の過程において、各教科特有の「見方・考え方」を働かせながら、知識を相

互に関連付けてより深く理解したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考

えを基に創造したりすることに向かうような学びにしていくことが重要である。 

また、高等学校においても、各教科・科目の目標や系統性を理解した上で、義務教

育段階の指導状況や生徒の発達段階、生徒の言語能力を踏まえ、単元の構成や指導の

在り方を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国  語 
 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

現代文（文学的な文章、説明的な文章）及び古典によって、基礎的・基本的な知識

及び技能、伝え合う力、思考力や想像力などをみる。 

 

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

 一は、文学的な文章について、想像力などを働かせて、場面や人物の心情などを的

確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１ 漢字を正しく読むことができる。（ア 58.7％、イ 98.6％、ウ 99.0％） 

２  文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（80.7％） 

３ 文脈に即して人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（Ⅰ 16.3％、Ⅱ 76.3％） 

４ 文脈に即して場面を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（59.0％） 

５ 文脈に即して人物の心情を的確に捉えることができる。（68.8％） 

６（１）話の展開に即して場面を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（28.8％） 

（２）話の展開に即して人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することがで

きる。（13.7％）  

 

 二は、説明的な文章について、思考力などを働かせて、文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１ 漢字を正しく書くことができる。（ア 42.9％、イ 81.3％、ウ 86.7％） 

２ 接続する語句の働きについて理解している。（94.5％） 

３ 事実であるか意見であるか文脈の中で的確に捉えることができる。 

（Ａ 96.2％、Ｂ 95.8％、Ｃ 93.4％、Ｄ 93.6％） 

４ 論理の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（3.8％） 

５ 目的に応じて必要な内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（6.2％） 
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三は、古典について、基礎的な事項の理解、文章の内容などを的確に捉え、それを

適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１ 文章の内容を的確に捉えることができる。（10.3％）  

２ 歴史的仮名遣いについて理解している。（66.6％） 

３ 文章の内容を的確に捉え、古典に表れたものの見方や考え方を取り入れて自分の

考えを形成し、それを適切に表現することができる。（8.4％） 

 

※正答率等詳細 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた二の５を取り上げて説明する。 

 

(1) 出題の意図 

この問題は、目的に応じて必要な内容を的確に捉え、それを適切に表現する力

が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、自然環境の保護について異なる立場で述べられた二つの文章を関

連付けて読み、文章の相違点を基に考えられることについて、文章でまとめさせ

る問題として作成した。 

 

 

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

ア 58.7 0.0 40.7 0.6

イ 98.6 0.0 1.2 0.1

ウ 99.0 0.0 0.9 0.1

２ 80.7 0.0 19.2 0.1

Ⅰ 16.3 11.9 60.7 11.2

Ⅱ 76.3 5.3 15.1 3.4

４ 59.0 15.2 19.8 6.0

５ 68.8 0.1 29.1 2.1

(1) 28.8 34.6 26.3 10.3

(2) 13.7 43.0 27.3 16.1

ア 42.9 0.0 48.5 8.6

イ 81.3 0.0 15.0 3.7

ウ 86.7 0.0 10.3 3.1

２ 94.5 0.0 5.3 0.3

A 96.2 0.0 3.2 0.6

B 95.8 0.0 3.6 0.5

C 93.4 0.0 6.0 0.6

D 93.6 0.0 5.7 0.7

４ 3.8 63.0 24.7 8.5

５ 6.2 44.4 34.3 15.1

１ 10.3 0.0 89.6 0.1

２ 66.6 0.0 32.1 1.2

３ 8.4 48.0 27.0 16.6

問題番号

一

二

１

６

１

三

３

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

正答 部分正答 誤答 無答
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(2) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこと

が考えられる。 

  ① 説明的な文章を扱う単元において「一つのテーマ（人間、社会、自然など）

に関する二つの文章を読んで意見文を書く」という言語活動を設定し、学習の

見通しをもたせる。 

② 教科書に掲載された一つ目の文章を読ませ、文章を読んで理解したことや考

えたことを知識や経験と結び付け、自分の意見をワークシートに書かせる。 

③ 教師が準備した二つ目の文章を読ませ、文章を読んで理解したことに基づい

て考えを広げたり深めたりさせた上で、②で書いた自分の意見を再検討させ、

ワークシートに書かせる。 

  ④ 意見文を書く際には、自分の立場や考えの根拠を明確にしたり、異なる立場

や考えを想定したりすることが大切であることを確認し、③でもった自分の意

見を意見文として論述させる。 

⑤ ④で書いた意見文をグループ内で交流させ、互いの意見文を評価させる。 

⑥ ⑤での評価を踏まえて、もう一度自分の書いた意見文の内容を検討し、推敲

を行わせる。 

 

(3) デジタル機器の活用 

④で意見文を書いたり、⑥で推敲したりする際に端末のワードプロセッサー機

能を活用すると、書き直し等も行いやすく、考えをまとめるのに有効であると考

えられる。⑤で書いた意見文を相互にアクセスできる場所に保存することによっ

て、複数人で即時に共有できると考えられる。 

 

(4) 留意事項 

①の準備としては、テーマは同一のものを扱いながら、立場が違うような二つ

の文章を用意する。②と③では、文章の読取りに間違いがあるようであれば、本

文に根拠を求めさせたり、前後関係を読み取らせたりするなどして、的確な読取

りとなるよう指導する。④では、自分の意見が伝わる文章にするために大切な事

柄を既習事項から想起させる。 
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 社  会 

  

１ 出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野、歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって、基礎的・基本的な知

識及び技能、各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表

現する能力をみる。 

 

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。）  

 

１   地理的分野 

   資源・エネルギーを素材として、地理的事象に関する基礎的・基本的な知識及び

技能、地図・資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題であ

る。 

 １（１）発電について、資料を読み取って考察し、判断することができる。  

（54.3％） 

（２）日本における火力発電所の立地の特徴について理解している。（71.5％） 

 ２（１）鉄鉱石の貿易について理解している。（48.7％） 

（２）レアメタルの貿易の特徴について、地図を読み取って考察し、判断するこ

とができる。（58.9％） 

 ３ バイオマス資源を活用している地域の産業の特色について、資料を関連付けて

考察し、それを表現することができる。（16.0％） 

 

２   歴史的分野 

  日本の法を素材として、歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識及び技能、資

料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。  

 １ 古代の日本の文化について理解している。（67.6％） 

 ２ 御成敗式目が制定された背景について理解している。（56.0％） 

 ３ 城下町について理解している。（26.3％） 

 ４ 江戸幕府による大名の統制について、資料を読み取って考察し、それを表現す

ることができる。（33.8％） 

 ５ 地租改正が行われた理由について、資料を読み取って考察し、それを表現する

ことができる。（22.3％） 

 ６ 武士社会の主従関係について理解している。（61.5％） 
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３   公民的分野 

   人権と日本国憲法を素材として、社会的事象に関する基礎的・基本的な知識及び

技能、資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。  

 １ 国民主権について理解している。（82.8％） 

 ２ 立憲主義について理解している。（67.2％） 

３ 製造物責任法について理解している。（88.4％） 

４ 新しい人権について、資料を読み取って考察し、判断することができる。  

（89.1％） 

５ 団結権が保障されている理由について、資料を読み取って考察し、それを表現

することができる。（10.9％） 

 

４   総合 

  そろばんを素材として、地理的・歴史的・社会的事象に関する基礎的・基本的な

知識及び技能、資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題で

ある。 

 １ 交易の歴史について理解している。（53.4％） 

 ２ 江戸時代の両替について理解している。（5.4％） 

 ３ 輸出と為替レートの関係について、資料を関連付けて考察し、判断することが

できる。（46.9％） 

 ４（１）小野市と奥出雲町でそろばんの生産が発達した理由について、資料を読み

取って考察し、それを表現することができる。（23.8％） 

（２）播州そろばんの生産を継続していくための取り組みについて、資料を基に

するとともに、与えられた条件を踏まえて、提案することができる。  

（29.0％） 
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※正答率等詳細 

２ 指導のポイント  

 

上記の結果から、定着に課題がみられた３５を取り上げて説明する。 

 

(1) 出題の意図 

この問題は、なぜ憲法で団結権が保障されているかについて、資料から読み取

ったことを関連付けて考察し、それを表現する力が養われているかどうかをみる

問題として作成した。 

具体的には、労働者と会社の間の契約自由の原則について資料から読み取り、

社会権についての概念的な理解を基に、自由権の考え方に基づく契約自由の原則

と社会権の一つである団結権の関係について考察させ、団結権が保障されている

理由を説明させる問題として作成した。 

 

(2) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこと

が考えられる。 

① はじめに、複数のプロ野球選手の年俸が、それぞれの移籍交渉や契約交渉を

経て決定したことについての新聞記事と、平成 30 年の労働基準法改正につい

ての新聞記事を教師が提示する。生徒は、それらの新聞記事を読んだ上で、疑

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 54.3 0.0 45.7 0.0

(2) 71.5 0.0 28.5 0.0

(1) 48.7 0.0 49.0 2.3

(2) 58.9 0.0 40.7 0.5

３ 16.0 32.9 45.7 5.5

１ 67.6 0.0 32.3 0.1

２ 56.0 0.0 43.9 0.1

３ 26.3 0.5 63.4 9.9

４ 33.8 8.9 51.1 6.2

５ 22.3 30.8 42.2 4.7

６ 61.5 0.0 38.5 0.0

１ 82.8 0.0 17.1 0.1

２ 67.2 0.0 32.7 0.1

３ 88.4 0.0 11.5 0.1

４ 89.1 0.0 10.8 0.1

５ 10.9 35.7 44.4 9.0

１ 53.4 0.0 46.5 0.1

２ 5.4 1.4 87.4 5.8

３ 46.9 0.0 53.0 0.1

(1) 23.8 59.8 10.4 6.0

(2) 29.0 37.5 28.0 5.5

問題番号

２

１

1

２

３

４

４

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

正答 部分正答 誤答 無答
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問を挙げる。そして、個人が挙げた疑問をクラスで共有する。 

② 教師は、生徒が挙げた複数の疑問を関連付けて、「契約自由の原則があるの

に、なぜ、国が労働条件に関する最低基準を定めたり、労働基本権を保障した

りするのか」という課題を設定する。 

③ ②の課題について考察するために、生徒は、「もし、労働契約を契約自由の

原則に任せていたら、どのようなことが起こるのか」という問いについて予想

し、グループ内で共有する。 

④ 生徒は、過去の労働問題等について個人でインターネット等を利用して調べ

る。そして、調べたことを基に考察し、②の課題について、グループで考えを

出し合い、まとめる。 

⑤ 各グループでまとめられた考えを、クラスで共有する。教師は、社会権の考

え方について自由権の考え方との違いに触れながら、各グループの考えに対し

てコメントする。 

⑥ 生徒は、④と⑤を踏まえて、②の課題についての自分の考えをまとめる。 

⑦ 教師は、自由権の考え方に基づく権利に対して、社会権の考え方に基づく権

利が生まれた他の事例について、調べてレポートにまとめるよう指示し、後日

提出させる。 

 

(3) デジタル機器の活用 

   ①では、１人１台の端末を用いて個人が疑問を入力することにより、すぐにク

ラスで共有することが考えられる。また、④と⑤では、生徒が調べたことや各グ

ループの考えを相互にアクセスできる場所に保存することによって、調べたこと

を見ながら考えを出し合ったり、各グループの考えを共有したりすることが考え

られる。 

 

(4) 留意事項 

労働に関する基本的人権については、労働環境や契約自由の原則等の経済に関

する内容を関連付けて考えさせることが重要である。 

また、社会権の考え方が、経済活動の自由が強調された近代に生まれてきたこ

とは、歴史的分野で学習する近代の労働問題という内容と関連付けて考えさせる

ことが可能である。このように他分野との関連にも配慮することによって、社会

に関わる事象の相互の関連について、より深く考えさせることができる。 

②では、①で生徒が挙げた複数の疑問を、教師が自由権の考え方と社会権の考

- 10 -



え方の視点を意識しながら関連付けて、追究すべき問いにつなぐことが重要であ

る。 

④では、生徒が追究の視点にうまく気付くことができない場合には、例えば「明

治時代の工場労働者の働き方はどのようなものだったか」と発問し、生徒自身が

追究の視点に気付くように支援することも考えられる。 

- 11 -



数  学 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

数と式、図形、関数及びデータの活用の各領域において、基礎的・基本的な知識及

び技能、数学的な思考力、判断力、表現力をみる。  

 

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 数と式や図形、関数、統計について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題

である。 

(１) 正の数と負の数の四則計算をすることができる。（91.3％） 

(２) 文字を用いた式の四則計算をすることができる。（95.2％） 

(３) 平方根を含む式の計算をすることができる。（81.0％） 

(４) 式の展開をすることができる。（74.8％） 

(５) 二次方程式を解くことができる。（71.4％） 

(６) 関数関係の意味を理解している。（18.0％） 

(７) 与えられた条件を満たす錐体の体積を求めることができる。（41.3％） 

(８) 四分位範囲や箱ひげ図の意味を理解している。（64.6％） 

 

２ 数と式や関数、統計について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。  

（１）与えられた条件を満たす関数のｙの変域を求めることができる。（46.9％） 

（２）相対度数などを基に、度数が最も大きい階級の階級値を求めることができる。  

（35.5％） 

（３）事柄が成り立つ理由を、文字式を利用して説明することができる。（35.8％） 

 

３ 図形について、基礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力をみる問題であ

る。 

（１）与えられた条件を満たす角の大きさを求めることができる。（50.1％）  

（２）与えられた条件に基づいて図形を考察し、図形の面積を求めることができる。 

（10.3％） 
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４ 関数について、基礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力をみる問題であ

る。 

(１) 与えられた条件を満たす線分の長さを求めることができる。（44.0％）   

(２) 与えられた条件を満たす直線の傾きを求めることができる。（6.3％） 

 

５ 数と式や確率について、日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的

な知識及び技能、数学的な思考力、表現力をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。（69.4％） 

（２）方程式を用いて、与えられた条件を満たす値を求めることができる。 

（11.3％） 

 

６ 図形について、数学的な思考力、判断力、表現力をみる問題である。  

（１）与えられた条件に基づいて図形を考察し、二つの図形が合同であることを証明

することができる。（28.1％） 

（２）事柄が成り立つかどうかを、図形の構成要素やそれらの関係に着目して正しく

判断することができる。（7.2％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

 

 

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 91.3 0.0 8.3 0.3

(2) 95.2 0.1 3.7 1.0

(3) 81.0 0.2 13.8 5.1

(4) 74.8 0.1 21.9 3.2

(5) 71.4 1.1 19.3 8.2

(6) 18.0 0.1 77.5 4.5

(7) 41.3 0.1 53.7 4.9

(8) 64.6 0.1 34.8 0.5

(1) 46.9 2.1 39.8 11.2

(2) 35.5 1.5 55.6 7.5

(3) 35.8 15.0 23.8 25.4

(1) 50.1 0.1 43.3 6.5

(2) 10.3 0.4 64.7 24.6

(1) 44.0 1.2 40.7 14.0

(2) 6.3 0.4 55.0 38.3

(1) 69.4 1.5 25.2 3.8

(2) 11.3 26.3 45.1 17.4

(1) 28.1 36.0 14.5 21.4

(2) 7.2 1.1 85.0 6.8

問題番号

1

５

６

４

２

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

正答 部分正答 誤答 無答
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図２ 

２ 指導のポイント 

  

上記の結果から、定着に課題がみられた６を取り上げて説明する。 

 

(1) 出題の意図 

  この問題は、図形の構成要素に着目して、図形の性質や関係を論理的に考察し、

それらを的確に表現したり判断したりする力が養われているかどうかをみる問題

として作成した。 

   具体的には、６（１）は、示された２つの三角形において、それらが合同であ

ることを証明させる問題として作成した。６（２）は、与えられた条件を踏まえ

て、図形の性質や関係に関わる事柄が成り立つかどうかを判断させる問題として

作成した。 

 

(2) この問題を解く力を育成するには 

   この問題を解く力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこと

が考えられる。 

① 「図形の中に潜む、図形同士の関係や図形の特徴を見つけだそう」という授

業のめあてを生徒に示す。 

② 大きさの異なる正三角形ＡＢＣと正三角形ＣＤＥ 

があり、点Ｅが正三角形ＡＢＣの内部にある図１を 

提示し、このとき、線分ＡＤと線分ＢＥの長さが等 

しいかどうかを問い、予想させる。線分の長さが等 

しいことを示すには、線分ＡＤを含むどの図形と線 

分ＢＥを含むどの図形のどのような関係が分かれば 

よいかを考えさせ、証明に取り組ませる。 

③ 次に、点Ｅが正三角形ＡＢＣの外部にある図２を 

提示し、このときも、線分ＡＤと線分ＢＥの長さが 

等しくなるかどうかを問い、予想させる。線分の長 

さが等しいことを示すには、どの図形に着目すれば 

よいかを考えさせ、証明に取り組ませる。 

④ さらに、正三角形ＣＤＥを点Ｃを回転の中心として回転移動させたとき、線

分ＡＤと線分ＢＥの長さが常に等しくなるかどうかを問い、図形作成ソフトを

利用して確かめさせる。 

⑤ これまでの考察で得たことを踏まえて、図形の形を変えたり、着目する図形

を変えたりするなど、条件や視点を変えることで、図形の性質や関係を更に見

図１ 
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いだせないか考えさせる。 

例えば、正三角形から正方形に変えて線分の長さの関係を考察させたり、点

Ｅが正三角形ＡＢＣの内部にあるという条件のもと、点Ｅの位置を変化させた

ときの四角形ＡＤＣＥに着目して特徴を考察させたりするなど、様々な条件や

視点の変更による考察が考えられる。この活動においても、図形作成ソフトを

利用して調べさせる。    

   

(3) デジタル機器の活用 

④と⑤では、図形作成ソフトを利用して図形を考察させる際は、線分の長さや

角の大きさを表示させながら図形を動かすことで、図形の性質や関係を視覚的に

把握させやすくなる。 

 

(4) 留意事項 

②では、証明の方針を立てさせる際には、結論を導くために必要な事柄を結論

から逆向きに考えさせたり、仮定や仮定から導かれる事柄を明らかにさせたりす

ることで、見通しをもたせて証明に取り組ませることができる。 

③では、②の証明と③の証明を比較させ、共通点や相違点を挙げさせることで、

図形の関係について特徴を捉えることができ、②と③の学習内容について、つな

がりをもたせることができる。 

  ⑤では、他者と協働して課題に取り組ませたり、調べて分かったことや分から

なかったことなどを発表させ検証させたりする活動などを取り入れることで、数

学的活動を充実させることができる。 
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理  科 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 酸化物が酸素をうばわれる化学変化を素材として、基礎的・基本的な知識及び技

能、科学的な思考力、判断力、表現力をみる問題である。  

１（１）酸化銅の還元の実験を行うときの操作上の留意点について理解している。

（70.9％） 

 （２）金属の性質について理解している。（76.3％） 

 （３）酸化銅の還元の実験で発生する気体の質量について、質量保存の法則と関

連付けて考察し、それを表現することができる。また、実験の結果を基に、

炭素の質量について考察することができる。（a 30.2％、b 41.1％） 

２（１）還元について理解している。（60.2％） 

 （２）マグネシウムの燃焼をモデルで表現することができる。（53.2％） 

３ 物質の酸素との結びつきやすさについて考察することができる。（20.9％） 

 

２ 遺伝の規則性や自然界のつり合いを素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、

科学的な思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）ＤＮＡについて理解している。（76.2％） 

 （２）丸の種子から育てたエンドウが、純系か、純系でないかについて、遺伝の

規則性を基に考察することができる。（69.7％） 

２（１）生態系における植物の働きについて理解している。（72.2％） 

（２） 生物の数量的なつり合いが保たれる仕組みについて考察することができる。

（72.9％） 

３（１）実験の結果を基に、土の中にデンプンが含まれているかどうかについて考

察し、それを表現することができる。（43.7％） 

 （２）実験の結果を基に、追加の対照実験における、実験の方法の改善について

考察することができる。（36.8％） 
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３ 火山活動を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、判断力、

表現力をみる問題である。 

１ 地熱発電について理解している。（82.3％） 

２（１）深成岩ができる仕組みについて理解している。（52.1％） 

 （２）資料を基に、火成岩の種類を推定することができる。（46.6％） 

３ 火山の形、噴火の様子及び火山噴出物の色について、マグマの性質と関連付け

て考察し、それを表現することができる。（a 55.5％、記号 53.7％） 

４（１）地層の重なり方の規則性について理解している。（45.2％） 

（２）資料を基に、地層の広がりについて考察することができる。（26.1％） 

 

４ 水圧や浮力を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、判

断力、表現力をみる問題である。 

１ 水圧について理解している。（60.8％） 

２（１）フックの法則について理解している。（74.1％） 

 （２）実験の結果を基に、浮力の大きさを求めることができる。（45.0％） 

 （３）物体の水中にある部分の体積と浮力の大きさとの関係を考察することがで

きる。（52.0％） 

３ ２つの物体の密度について、物体の質量、体積及び密度の関係と物体の体積と

その物体に働く浮力との関係とを関連付けて考察し、それを表現することができ

る。（23.4％） 

４ 水に浮く物体に働く重力と浮力について考察することができる。（7.4％） 

  

- 17 -



※正答率等詳細 

 

２ 指導のポイント  

 

 上記の結果から、定着に課題がみられた４４を取り上げて説明する。 

 

(1) 出題の意図 

この問題は、水に浮く物体に働く力の大きさについて考察する力が養われてい

るかどうかをみる問題として作成した。  

具体的には、水に浮く直方体の物体を水中に沈めて静かに手を放した時と、同

じ物体の一部が水面から出た状態で静止している時の、それぞれで物体に働く重

力と浮力の大きさについて考察させ､それらの関係について適切に述べたものを

選択させる問題として作成した。  

 

(2) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこと

が考えられる。 

① 水中に沈めた水に浮く物体（以下､「物体Ａ」とする。）が水面まで浮き

上がっていく様子を観察した後、物体Ａが水中から水面に向かって浮く理

由を考え､ワークシート等に記述させる。物体Ａが浮く理由について実験を

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 70.9 5.8 20.8 2.5

(2) 76.3 0.0 20.1 3.6

a 30.2 11.7 52.4 5.7

b 41.1 0.0 58.1 0.8

(1) 60.2 0.0 33.4 6.4

(2) 53.2 0.7 41.8 4.2

３ 20.9 0.0 78.4 0.7

(1) 76.2 0.0 18.5 5.3

(2) 69.7 0.3 29.9 0.1

(1) 72.2 0.3 23.9 3.6

(2) 72.9 0.0 27.0 0.1

(1) 43.7 1.5 48.5 6.3

(2) 36.8 0.0 62.8 0.4

１ 82.3 0.0 15.4 2.3

(1) 52.1 0.0 47.8 0.1

(2) 46.6 0.0 53.0 0.4

a 55.5 13.6 27.3 3.6

記号 53.7 0.0 46.1 0.2

(1) 45.2 0.1 54.3 0.5

(2) 26.1 0.2 73.1 0.7

１ 60.8 0.0 38.8 0.4

(1) 74.1 0.0 25.4 0.5

(2) 45.0 2.1 48.9 4.0

(3) 52.0 0.0 47.3 0.7

３ 23.4 4.0 68.1 4.6

４ 7.4 0.1 91.3 1.3

２

３

４

３

３

４

問題番号

２

1

２

２

１

２

(3)

１
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正答 部分正答 誤答 無答
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通して確かめていくこと伝え、②以降に取り組ませる。 

② 図１のように、物体Ａに糸をつけて、ばねばかりに吊る

したときのばねばかりの示す値を読み取らせ､次のような

表に記入させる（欄(a)）。 

③ 図２のように、水を張った水槽の底に固定してある滑車

に糸を通し、物体Ａ全体が水に沈んだ状態であるときのば

ねばかりの示す値を読み取らせ､表に記入させる（欄(b)）。 

④ 物体Ａに働く重力と浮力の大きさを、②と③で得られた

値を基に求めさせ、表に記入させる（欄(c)及び(d)）。 

⑤ ④で求めた値を基に､③における物体Ａに働く力の向き

と大きさを､図３のように､方眼紙等への作図により表現

させ、グループや全体での共有を通して、物体Ａに働いて

いる力の向きと大きさが「重力の大きさ＋糸が物体Ａを引

く力の大きさ＝浮力の大きさ」の関係であることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 

⑥ ②～⑤の実験を踏まえて、物体Ａが水中から水面に向かって浮く理由を、

再度ワークシート等に記述させる。 

 

図１ 

表 

 結果 分析 

ばねばかりの値〔Ｎ〕  重力の大きさ〔Ｎ〕  浮力の大きさ〔Ｎ〕  

② (a) (c) ― 

③ (b) (c) (d) 

 

 

図２ 
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(3) デジタル機器の活用 

表は共同編集可能なシートに入力させることで、各班の実験結果の全体共有が

簡易にできると考えられる。また、⑤の作図では､ホワイトボード機能等による作

図により、プロジェクタや画面共有などを利用した全体共有ができると考えられ

る。 

 

(4) 留意事項 

①と⑥では､物体Ａが水中から水面に向かって浮く理由を一枚の用紙に書

かせるなど、生徒の考えの変容を教師が見取りやすいように工夫をする。④

と⑤では、生徒が考察の視点にうまく気付けない場合には、力のつりあいの

条件を基に考えさせるような支援が考えられる。⑤において作図をさせる際

には、方眼紙（ホワイトボード機能を利用する場合には、背景として設定）

を用いて、矢印の長さ（力の大きさ）を意識できるようにすることも大切で

ある。⑥では、物体Ａの糸を切り、糸が物体Ａを引く力が無くなることを確

認させる場面を設定することも考えられる。 
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英  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

英語で簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケ

ーションを図るために必要な知識及び技能、思考力、判断力、表現力を総合的にみる。  

 

各問題のねらい（以下、（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 英語による放送を聞き、その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。 

 Ａ 対話の概要や要点を理解し、質問に対する応答として最も適切な英文や図を選  

ぶことができる。（No.1 69.3％、No.2 48.5％、No.3 45.6％） 

 Ｂ 対話の概要や要点を理解し、対話を続けるための質問を英文で書くことができ  

る。（11.7％） 

 Ｃ 英文の概要や要点を理解し、質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる  

ように英文を書くことができる。（11.4％） 

 

２ 対話文を読み、その内容について総合的に理解する能力をみる問題である。  

 １ 英語の特徴やきまりを理解し、適切な語を選ぶことができる。（77.7％） 

 ２ 対話文の流れに合った適切な表現を選ぶことができる。（54.8％） 

 ３ 対話文の流れに合った適切な語を選ぶことができる。（81.1％） 

 ４ 対話文の展開を的確に捉え、英文の入るべき位置を選ぶことができる。  

（50.2％） 

 ５ 対話文の概要や要点を理解し、適切な語を選ぶことができる。  

（a 76.5％、b 72.6％、c 57.9％、d 59.1％） 

 

３ 長い文章を読み、その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ 文章の内容について、英語による質問に英語で適切に応答することができる。  

（（１） 63.5％、（２） 34.2％） 

２ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（71.2％） 

３ 文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。（40.5％） 

４ 与えられた語を適切に並べかえることができる。（45.4％） 

５ 文章の内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（35.2％） 
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 ６ 文章の概要や要点を理解し、自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を

書くことができる。（15.6％） 

 

４ 日常生活の場面において、与えられた情報を基に表現内容を工夫してコミュニケ

ーションを行う能力をみる問題である。  

Ａ 自然なやり取りとなるように適切な表現を書くことができる。  

（ア 34.1％、イ 8.9％） 

Ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況に応じて、自分の考えが読み手に正

しく伝わるように英文を書くことができる。（11.8％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

２ 指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた１Ｂを取り上げて説明する。 

 

(1) 出題の意図                              

この問題は、日常的な話題に関する対話の概要や要点を理解し、対話を続ける

ことのできる力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、登校時に偶然同じバスに乗った２人の生徒が会話をしている場面

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 69.3 0.0 30.7 0.0

№2 48.5 0.0 51.4 0.1

№3 45.6 0.0 54.3 0.1

Ｂ 11.7 15.9 62.2 10.2

Ｃ 11.4 48.7 22.3 17.5

１ 77.7 0.0 22.2 0.1

２ 54.8 0.0 45.0 0.2

３ 81.1 0.0 18.8 0.1

４ 50.2 0.0 49.4 0.4

a 76.5 0.0 23.4 0.1

b 72.6 0.0 27.3 0.1

ｃ 57.9 0.0 41.9 0.2

ｄ 59.1 0.0 40.7 0.2

(1) 63.5 6.8 20.2 9.5

(2) 34.2 21.2 29.2 15.5

２ 71.2 0.0 28.0 0.7

３ 40.5 1.9 52.2 5.4

４ 45.4 2.5 48.4 3.7

５ 35.2 0.9 63.2 0.7

６ 15.6 48.6 17.7 18.1

ア 34.1 21.2 29.5 15.3

イ 8.9 25.7 41.9 23.5

Ｂ 11.8 41.0 24.3 22.9

問題番号

Ａ

４

１

Ａ

１

３

２

５

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

正答 部分正答 誤答 無答
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で、一方の生徒が「いつもは自転車で学校に来る」という発言をしたのに対し、

もう一方の生徒が対話を続けるためにどのような質問をするかを書かせる問題と

して作成した。 

 

(2) この問題を解く力を育成するには 

この問題を解く力を育成するための学習指導として、例えば、中学第３学年の

ある単元において、次のような展開が考えられる。  

① 「海外の姉妹校の生徒に行う、将来の夢についてのインタビューに向けて、

クラスメートに将来の夢について英語でインタビューすることができる」とい

う単元の目標を設定し、生徒と共有する。単元の最後に、クラスメートと英語

でお互いの将来の夢についてインタビューし合う言語活動を行うことを告げ

る。 

② インタビューと単なる２者間のやり取りとの違いについて考えさせ、全体で

共有し、インタビューでは、インタビューする側が質問をしながら目的に応じ

て相手から情報を引き出す役割があることなどに気付かせる。  

③ 教師がＡＬＴに将来の夢についてインタビューする動画を、どのような質問

をしているかに着目して視聴させる。視聴後、どのような質問があったか全体

で共有するとともに、将来の夢やその理由を尋ねる質問に加え、相手の応答を

受けて関連した質問もされていることを確認させる。  

④ 同じ動画を、インタビューする側が相手が答えやすくなるようにどのような

工夫をしているかに着目して再度視聴させ、気付いたことを全体で共有する。

その際以下のような点を取り上げるようにする。  

  ・相手に聞き返したり確かめたりする  

  ・相づちを打つ 

  ・相手の答えを受けて、感想などを伝える 

  ・アイコンタクトをする 

⑤ 単元の最後に行うインタビューの詳細について説明する。インタビューはイ

ンタビューをする側とされる側の２回行い、インタビューをする側は以下の条

件のもとでインタビューを行うことを説明する。  

条件１：将来の夢と理由を尋ねる質問をする（例：“What do you want to be in 

the future?” “Why do you want to be 〇〇?”） 

条件２：上記の質問に対する応答を受けて、関連した質問を更に２つする  

条件３：相手が答えやすくなるような工夫をする  

⑥ インタビューで使いたい語句を調べたり、メモを作成したりするなど、各自

で活動の準備をさせる。 
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⑦ ペアで１度目のインタビューを行った後、上記の条件が達成され、相手の将

来の夢について十分な情報を引き出すことができたかについて自己評価を行わ

せる。また、インタビューを行う上で難しかったことを全体で出し合わせ、ど

のような表現がよかったかなど意見を出させる。  

⑧ ペアを変えて、２度目のインタビューを行った後、１度目と同様に自己評価

や難しかったことの全体共有を行わせる。  

⑨ ペア数組に発表させる。全体でよかった点や気付きを共有する。最後に今回

のインタビューを通して学んだことを踏まえ、海外からの中学生へのインタビ

ューに向けて、どのような準備ができるか個々で考えさせ、準備に取り組むよ

う指示する。 

 

このような言語活動を計画的・系統的に行わせることによって、インタビュー

だけではなく、他の場面や状況でも英語でのやり取りを展開する力を育成するこ

とができると考えられる。 

 

(3) デジタル機器の活用 

③の動画を視聴させる場面では、個人でタブレット端末等を使って視聴させる

ことで、聞き取りづらいところを繰り返し聞くなど、個々の状況に応じて視聴す

る方法を変えることができる。 

⑦と⑧の自分の活動を振り返る場面では、客観的に自分の活動を評価すること

ができるよう、タブレット端末等を使い動画を撮影させ、視聴させる方法が有効

であると考えられる。 

 

(4) 留意事項 

⑦と⑧のように、インタビューを行う上で難しかったことをクラスで共有する

場面では、自分だったらどのようにするかを考えさせたり、ヒントを与えて生徒

の既習事項を使ってできる表現などを引き出したりするなど、生徒に考えさせ気

付きを促す指導をする。 
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Ⅲ　令和５年度学力検査問題、採点基準
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